
CT検査及び造影CT検査の最低限のチェック項目です。造影CT検査を行う場合は説明を行った後、

別紙「CT検査を受けられる方へ」の同意書に署名を頂いてください。

CT検査のチェック項目

□　除細動器装着（機器のところは原則撮影できません）

□　心臓ペースメーカー装着（機器のところは原則撮影できません）

□　現在妊娠中（可能性ある方）

造影CT検査のチェック項目

禁忌
□　ヨード過敏症

□　重篤な甲状腺疾患

□　ヨード造影剤による重篤な副作用歴のある者

原則禁忌
□　気管支喘息 □　重篤な心疾患

□　重篤な肝障害 □　重篤な腎障害

□　急性膵炎 □　一般状態が極度に悪い

□　マクログロブリン血症 □　多発性骨髄腫

□　テタニー □　褐色細胞腫およびその疑い

慎重投与
本人にアレルギー体質・アレルギー歴または両親兄弟に気管支喘息・アレルギー体質

薬物過敏症の既往歴

脱水症状　高血圧症　動脈硬化症　糖尿病（ヒグアナイド系薬剤併用注意）

甲状腺疾患　肝機能低下　腎機能低下

高齢者　幼・小児

現在妊娠中の可能性　授乳中

○　造影剤の小児・胎児への安全性は確立されていません。

○　嘔気、発疹などの軽度の副作用は３％程度みられます。

　重篤な副作用（ショックやアナフィラキシー）が発現することがあり、また非常にまれですが

　死亡例（０．００１％以下）も報告されています。アレルギー体質、特に喘息の場合は、

　発生頻度が数倍高くなります。

○　検査後数時間から数日中に遅れて副作用が発現することもあります。
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副作用の発生頻度

CT検査チェックリスト


